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要旨
　総力戦体制下では、戦時に適応する肉体の鍛錬が求められていく。1936年、駐日満州国
大使館、日本陸軍などの意向の下で発足した「満州国留日学生会」は、「日満一体」の実
を果たすことが期待された団体であったが、その活動の一環として、秋に留日学生たちの
運動会を催していた。当初は、「親睦懇親」が主であったが、参加学生の規律や秩序が足
りないという批判も出るなか、1938年からは「体育大会」と名称替えをし、団結心や日本
への一体感を養成しようとする意図が強くなり、1941年には、日本人学生も参加する形で
実施されるに至る。しかしながら、留日学生たちは、日本への従属を強いるかの政治性に
秘かに抵抗し、あるいはまた肉体活動を忌避する「読書人（中国の伝統的知識人）」的気
質も有していたこと等から、必ずしも積極的とは言えない態度で臨んだ。そこに日本と留
日学生の間の齟齬、軋轢が垣間みえるのである。
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はじめに
　　　「運動は国民精神を、また国家文化の程度を代表するものである」。1936年12月（1）。
　　 　「大東亜共栄圏の建設に邁進しつつあるこの時代精神の反映として、我々日本に留
学する若人は何をなすべきであらうか。それは云ふ迄もなく、逞しい肉体を錬り上げ、
不撓不屈の精神を磨き、豊富な学識を収めてこそ、我々は始めて留学の目的を達成し
得るのである」。1941年12月（2）。
　これらはともに、15年戦争下の日本で学んでいた「満州国」（以下、原則的に「満州国」
のカギ括弧は外す）からの留学生たちが、『満州国留日学生会会報』（以下、『会報』と略
記する）（3）に寄稿した文章の一部である。
　この会報を発行していたのは「満州国留日学生会」（1936年６月創設）である。この会は、
学生たちによる自発的主体的組織ではなく、日本側の意向がきわめて強く反映される団体
であったが、これまで、ほとんど研究対象とされてこなかった。そうした中、筆者は、
1937年から同会が実施していく「修錬」活動の特質をまとめたことがある。たとえば、夏
期修錬は、「田園」、「海浜」、「山岳」の三タイプで実施され、留日学生は原則参加とされ
たものの、不参加の学生も少なからずいた。それのみか、「修錬」の場で行われた勤労活
動などへの不満・批判さえ確認できた。筆者は、そうした実態から、「修錬」活動は所期
の目的を達することはできなかったと結論づけた（4）。
　一方、戦時下の日本においては、中国からの留学生を対象にした「中華民国留日学生会」
も1940年９月に創設されている（5）。こちらは、文部省や外務省の後援下で発足した団体で
あったが、日中交戦下において、「会員相互の親睦を厚くし、福利の増進を図り、以て留
日研学の素志を扶助達成する」ことを目的とし、「一　交誼会合、二　図書閲覧、三　講
演見学、四　宿舎食堂、五　運動娯楽」などの事業を行うことが標榜されていた（6）。
　この事業の五項目に「運動娯楽」の文言がある。実際に行われた具体的内容は、残念な
がら、記録に残っていないのだが、「運動」は「娯楽」と併記されていることから、留学
生に提供された魅力的な余暇的活動に見える。
　翻って、満州国留日学生会である。同会が実施した重要な企画として「修錬」のほかに、
「運動会（体育会）」の実施があった。留学生たちは、この中で、何を体験することにな
るのであろうか。
　本稿は、戦時下日本が、満州国留日学生に対し、企画した運動会の目的や実態を整理す
ることにより、満州国留日学生が担わされようとしていた課題を明らかにし、そこから見
えてくる留学生と日本社会の齟齬や軋轢を捉えることを目的とする。
一　近代日本における運動会・体育大会の思想史的意味
　戦時下における留日学生たちの運動会の検討に入る前に、近代日本における運動会ある
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いは体育大会の歴史や思想史的意味付けを一瞥しておきたい。
　近代日本で最初に行われた運動会は、1874年３月に海軍兵学校で、イギリス士官の指導
の下で行われた「競闘遊戯会」であったとされている。さらに78年５月に札幌農学校、83
年６月に東京大学でそれぞれ開始されたが、いずれもお雇い外国人の指導によるもので
あった（7）。つまり、運動会は、「西洋近代」がもたらした新しい文物の一つだったのであ
る（8）。
　そうした起源を持つ運動会が一般の学校に広がっていく契機としては、1878年設立の「体
操伝習所」の卒業生が、1884年ころから全国各地の学校に赴任し、教育指導を展開していっ
たことが大きかったとされる。そして、当初は、県単位、郡単位の連合運動会の形を取り、
隊列を組んで会場に向かう行軍・遠足運動、旗取り競争や普通体操（徒手・亜鈴・木環な
ど）や兵式体操などが行われたという（9）。
　一方、その発展につれて、「団体競技」を含んでいくことが、近代日本における運動会
の大きな特色になっていく。すなわち、「団体競技」は、1898年の東京高等師範学校運動
会で実施された「各級健脚競走」を始めとする団体長距離競走、また1917年に始まる日本
独特の長距離リレー「駅伝」などが、その典型とされ、「本来個人スポーツであったもの
を団体化することによって、所属チームのためという意識を強要している点で、ナショナ
リズム的スポーツ観を背景とした日本独特の陸上競技」であった（10）との評価が下されて
いる。つまり近代日本社会には、ナショナリズム育成と団体競技が親和的関係性を持ち、
両者が強く結ばれる環境が存在していたのである。
　さらに、体育大会を「国家的行事」に昇華させようとする動きについて、先行研究がお
しなべて注目するのは、「明治神宮競技大会」（11）の存在である。この大会は、1924年秋に
内務省主催で開始されたもので、「明治神宮祭の一環をなす神事奉仕の形式を採用し、競
技スポーツによって、国民の身体的鍛錬と同時に民族精神の昂揚をめざした（略）国家的
なスポーツ大会であった」（12）との位置づけがされている。ちなみに、第一回は十五種目あっ
て、陸上競技、サッカー、ラグビー、野球、バレー、バスケット、ボート、テニス、ホッ
ケー、水泳、剣道、柔道、弓道、相撲、乗馬だった。また、全国を十二区（北海道、東北、
関東、北陸、東海、近畿、中国、四国、九州、台湾、朝鮮、関東州）に分けたのだが、す
でに「外地」が含まれていたことには注目される（13）。
　この明治神宮競技大会は、1939年から厚生省主催の政府事業となるとともに、「明治神
宮国民体育大会」と改称されていく。また同年から、国防競技と集団体操が新たに加えら
れ、翌年には海洋競技、銃剣道、さらに翌41年には行軍訓練さえ「種目」となり、「総力
戦体制下での国民全体に対する体育奨励の場として重視されるようになり、その体育内容
として、戦技化したスポーツや国防競技を位置付けていく」ことになった。1942年に至る
と「国民錬成大会」への改称、「選手」から「選士」への改称さえ行われたという（14）。
　なお、国際的な（ある意味「国家」的な）スポーツ大会と言えば、五輪大会がある。日
本が初めて参加したのは、1912年のストックホルム五輪であったが、1936年のベルリン五
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輪が「民族の祭典」として、政治性を大いに露わにした事は周知の通りである。さらに次
の大会としては、1940年の東京五輪（15）が予定されていた（「皇紀2600年」を祝う政治的意
図も併せ、開催されるはずであった）。しかし、日中戦争の長期化に伴い、中止される。
　このような政治と五輪あるいはスポーツの相関については、近年、研究が深化（16）して
おり、筆者も関心を寄せるところであるが、本稿で五輪について直接論ずることはしない。
　しかし、同時期に行われていた満州国留日学生に対する運動会・体育大会に焦点を当て、
留日学生に対する課外教育の目的や意図を明らかにするなかで、結果として、戦時下のス
ポーツが担わされようとした役割も自ずと浮き彫りになると考えている。
二　「満州国留日学生会」の発足とその目的
　留学生たちの運動会の実施主体であった「満州国留日学生会」の設立経緯、目的などに
ついて、簡単に触れておきたい。
　学生会に先行して、まず誕生したのは、満州国留日学生会館であり、満州国建国から２
年経った1935年９月のことであった。この会館は、「日本ニ留学セル満州国留学生ノ為、
教育上ノ施設ハ勿論諸般便宜ヲ図ルコトヲ目的」とする施設で、「留日学生寄宿寮ノ管理
ヲ為シ、留日学生ノ修養便宜ヲ取計ヒ、並其ノ保護ヲ為」（17）すための活動を展開すると謳
われていた。この活動や目的を果たすために創設されたのが、「満州国留日学生会」である。
1936年６月の発会式における「趣意書」では、次のような文言が並べられている。
　「満州国建国以来、本国留学生ノ友邦日本ノ文化ヲ慕ヒ、笈ヲ負フテ、留学スル者逐年
其ノ数ヲ激増シ、現在二千余名ニ垂ントスル状態ニ在リテ、此等留学生ハ何レモ将来本国
民ノ重要分子トシテ枢要ノ地位ニ立チテ、国民ヲ指導スベキ責務ヲ有シ居ル者ナルヲ以テ、
其ノ留学中ニ於ケル董育指導ノ適否ハ国運ノ消長ニ影響スル所甚大ナルモノアル」。
　「其ノ留学ヲシテ誤リナカラシム可ク、努メ来リタル次第ナルモ、今般更ニ学生自体ヲ
シテ自主的ニ団結統制セシメテ、団体的訓練ヲ施シ、其ノ国民精神ヲ剛健ニシ、五族協和・
日満一体ノ交誼ヲ実践躬行セシムルト共ニ、其ノ修学ノ向上ヲ計リ、以テ留学生タルノ本
分ヲ尽サシムルノ方針ノ下ニ、満洲国留日学生会ヲ組織スルコトニ相成（傍線は引用者に
よる。以下も同じ）」る、云々（18）。
　ここでは留日学生数が「二千余名」と語られているが、駐日満州国大使館発行の1936年
版留学生名簿（19）にも、1867名とあり、事実に近い数値となっている（この前後の満州国
留日学生数を中華民国学生数とともに、別表として掲げているので参照されたい）。
　さて、この趣意書には、それほどの大人数になった留学生を束ねるための「留日学生会」
を組織すべき必要が明解に語られている。学生たちから擬似的な「自主」性を引きだそう
としている事など注目すべき点は多いが、ここでは本稿での課題設定に従い、満州国の「国
民精神ヲ剛健ニ」するため、学生を「団結統制セシメテ、団体的訓練ヲ施」すべき事を謳っ
ている点を抑えておきたい。
4
戦時下日本における「満州国」留学生たちの運動会
　次に「満州国留日学生会規約」の「目的」を見ておくが、「第四条　本会ハ日本国ニ留
学セル満州国学生並之カ関係者ヲ以テ組織ス」。「第五条　本会ハ満州国建国ノ精神ヲ涵養
シ、王道実践ノ修練ニ努メ、学生相互ノ親睦提携ニ依リ、留学ノ目的達成ヲ期セシムルヲ
以テ、目的トス」との記載がある。さらに、「第六条　本会ハソノ目的達成ノ為、左ノ事
業ヲ行フ。一　講演会、二　研究会、三　講習会、四　運動会、五　人事相談、六　健康
相談、七　其他学生ノ修学上ニ必要ナル事項」（20）とあり、ここに、四番目ではあるが「運
動会」が挙げられていた事を確認しておきたい。
　続けて、「留日学生会ノ事業大綱」も見ておこう。こちらは執り行うべき具体的な事業が、
「智育」と「体育」の二本立てで示されている。
「一　智育ノ修練ニ関スル事項
　１　講演会　知名ノ士ヲ毎月招聘シ、修学上必要ナル事項ヲ知悉セシム。
　２　座談会　名士ヲ中心ニシ、学生ノ意見ヲ吐露セシメ、知識ノ交換ヲ図ル。
　３　研 究会　音楽・映画・演劇・詩歌・弁論等ノ各種研究会ヲ催シ、学生ヲシテ自主的
ノ研究ヲナサシム。
　４　奉仕会　学生ノ相互扶助的精神ヲ涵養セシム。
　５　社会見学会　会社工場等ノ社会施設ヲ見学セシメ、実際的知識ノ普及ニ努メシム。
二　体育ノ修練ニ関スル事項
　１　体 育会　陸上競技、野球、庭球、籠球、排球、水泳、登山等各部ヲ設ケ、学生ノ運
動ヲ指導奨励セシム。　
別表：戦時下における「満州国留日学生数」
（付「中華民国留日学生数」）
年次 満州国留日学生数 （参考）中華民国留日学生数
1935年 　1,269名 2,588名
1936年 　1,867名 4,083名
1937年 　2,017名 4,009名
1938年 　1,519名 1,508名
1939年 　1,325名 1,023名
1940年 　　933名 1,204名
1941年 　1,256名 1,466名
1942年 　1,220名 1,341名
1943年 　1,004名 1,380名
出典：『満州国留日学生録』各年版（駐日満州国大使館編）
　　　『中華民国留日学生名簿』各年版（日華学会編）
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　２　講習会　各部ノ研究ヲ発表シ、一般学生ノ講習ニ資セシメ、又運動ノ普及ヲ計ル。
　３　運動会　全学生ノ団体的訓練ヲナサシム。
三　 其他、人事相談、健康相談等ヲ取扱ハシメ、学生ノ自治的相互扶助的精神ヲ涵養セシ
ム。」（21）
　先に掲げた「満州国留日学生会規約」中にも「運動会」の文言はあった。しかし、この
「事業大綱」中では、「運動会」が「団体的訓練」を図るための事業と見なされた事が明
確に捉えられるだろう。
　一方、留日学生会結成時には、留学生が体得すべきとされた「六大精神」も公表されて
いる。これは、運動会を含めたあらゆる機会に叫ばれ続けていくことになるスローガンと
なるので、紹介しておこう。
　「吾等満州国留日学生ハ、将来国家ノ中堅トシテ活動スベキ責務アルヲ深感シ、茲ニ協
心勠力、留日学生ノ本分ヲ厳守シ、満州建国ノ精神ヲ堅持シ、日満両国一億一心ノ聖旨ヲ
仰体シ、其ノ留学ノ目的ヲ達成センガタメ、満州国留日学生ヲ組織シ、次ノ綱領ヲ遵守セ
ントス。
　一、吾等ハ国家的精神ニ透徹センコトヲ期ス　
　二、吾等ハ日満両国一体ノ精神ヲ堅持センコトヲ期ス
　三、吾等ハ民族協和精神ヲ具現センコトヲ期ス
　四、吾等ハ犠牲奉公ノ精神ヲ発揚センコトヲ期ス
　五、吾等ハ団体的精神ヲ養成センコトヲ期ス
　六、吾等ハ勤労精神ヲ涵育センコトヲ期ス」。（22）
　次章からは、1935年から42年まで行われた運動会の性格とその変質を見る中で、満州国
留日学生会が担わされていたもの、そして、その歴史的意義を考察していくこととする。
その過程でここに挙げた「六大精神」のうち、とりわけ「団体的精神」を養成する重要な
契機として運動会が位置付けられていくことが明らかになっていくであろう。
三　「満州国留日学生会」主催による運動会とその特質
１　1935・36年度の運動会　―「懇親」と「無秩序」と
　満州国「留日学生ノ懇親大運動会」が初めて開かれたのは、1935年秋の事であった。こ
の段階で留日学生会は結成されていなかったため、留日学生会館が音頭を取り、「留日学
生準備委員会ノ名称ノ下ニ、留日学生ノ懇親大運動会ヲ、九月二十三日豊島園ニ挙行セシ
メ」たという。さらに、「盛会ヲ極メタリ」との評価も加えられていたが、残っている記
録はそれだけである（23）。よって、それ以上の内容は知ることができないが、初めて実施
された運動会に、「懇親」の二文字が冠せられていた事は記憶に留めておきたい。
　この運動会実施を一つの呼び水として、翌36年６月、満州国留日学生会が結成された。
そして、10月17日には「第二回　満洲国留日学生運動会」が、「主催　満州国留日学生会」、
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「後援　駐日満州国大使館、満州国留日学生会館、満州国協和会」の形で、陸軍戸山学校
運動場を会場に開催されることになる。
　この運動会の大会役員、競技種目、出場者については、『会報』（24）の四頁にわたる「特
別付録」から、全貌を知ることができる。主だった役員を挙げておけば、名誉会長が謝介
石駐日大使、会長は于静遠満州国大使館参事官・留日学生会会長、副会長は平田幸弘留日
学生会館理事長（元陸軍大佐）であった。
　また競技種目は、「百米走」、「二百米走」、「四百米走」、「八百米走」、「千六百米走」、「五千
米走」、「学校対抗八百米リレー」、「走巾跳」、「三段跳」、「高跳」、「槍投」、「円盤投」、「砲
丸投」、「提灯競走」、「綱引」、「障碍物」、「蟹競走」、「頂袋持球」、「太公望」、「抽選競走」、
「子供リレー」、「役員リレー」と盛りだくさんであった。この時期の種目は、「競技型」
が多く、参加者が一体感を高めるような「団体型」、また「時局反映型」はさほど多くなかっ
た。
　さて、運動会実施の翌月に発刊された『会報』には、巻頭の「評論」を含め、「運動会
観感」など３本の関連記事が載せられている。その編集意図を推し量れば、運動会が留日
学生会の活動の中で大きな役割を果たして欲しいという願望を窺うことができるのだが、
実際の記事を精査すると、「成果」だけでなく「反省」も少なからず提出されているよう
に見受けられる。
　たとえば、「運動会の感想と今後の注意点」（25）を寄稿した留学生会の体育部員は、「運動
会が円満な形で閉幕となったのは、実に慶ばしい」と冒頭に書きながらも、四つの反省点
を記した。一つ目は、留学生たちの競技参加があまり積極的でなかった事である。ただ寄
稿者は、在籍校の試験期間と重なったための結果であると捉え、開催時期を考慮すべきと
いう提言に留めている。二つ目は、留学生たちが「活気及運動常識」を欠いており、主催
者による不眠不休の準備を学生たちが理解していない事、金メダルや賞品の獲得しか考え
ず、スポーツ精神を理解していない事への批判であった、三つ目は、会場係の人手が少な
く、会場の「秩序」が非常に悪かった事、四つ目は、審判員の連携が欠けていた事をそれ
ぞれ指摘していた（ここの叙述を含め、中国語の原文を筆者が日本語訳で示した箇所は、
以下で「原中文」と示す）。
　別の投稿者も「心掛けが良くない遊び気分の選手もいた。また、時間を守らず、遅刻し
てくる人がいて、全体の進行を妨げる等の問題点があった（原中文）」（26）との指摘をし、
巻頭の「評論」にも、「九時から午後三時までが正式な開催時間だったのに、十時以降に
現れ、二時には帰ってしまう人も少なくなかった（原中文）」との苦言が呈されていた。
　もちろん、運動会の「成果」を高評しようとする別の寄稿もあった。「同学諸君たちに、
私がお願いしたい要点は、多くの人が日本の中等学校の運動会を見に行き、麻雀をし、コー
ヒーを飲み、映画を見、ダンスを女性と踊る事に比べれば、運動会には有意義なところが
沢山あるという点だ。運動会の精神を見よ。そこには、本物の戦場に立つような戦いの形
がある。道徳を遵守し、体育精神を発揚すること、これを我々の模範とすべきである（原
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中文）」云々（27）。
　「戦場に立つ」気持ちで臨み、道徳遵守、スポーツマンシップの発揚を、同学諸氏に訴
えようとする筆者の気概が強く伝わる文章である。ただ、その一方で、前半で引き合いに
出した「麻雀」、「ダンス」などが、当時の留学生の主戦場であった事を、図らずも暴露す
る構造になってしまっているのは、きわめて興味深い。つまりは、そうした文化を日々楽
しんでいた若者に、突然「肉体と精神を鍛えるために運動会に参加せよ！」と動員をかけ、
一方で否応なく参加した人々に対し、「秩序がない」等と批判するのは、お門違いであっ
たのだろう。否、そういう状況であればこそ、運動会（など）を通じた「団体精神」の構
築が急がれたのである。
２　1937年度の運動会　―　「事変」勃発により中止
　1937年は、７月７日の盧溝橋事件を端緒に日中全面戦争に突入した年である。しかし、
留日学生会はこの年からの新企画「夏期修錬」を、７月11日から８月20日の間、山岳（山
梨県山中湖畔）、田園（茨城県友部農民道場）、海浜（千葉県富浦海岸）の三部に分け、予
定通り実施している。会期終了後には、「留学生ノ身心ヲ鍛錬陶冶シ、留学生指導要綱ノ
実地養成ニ努メタル結果、相当ノ効果ヲ収メ得タリ」との自己評価を残している。
　その一方で、10月31日、「全国留日学生大会」が、「現下ノ支那事変ニ相遇セル全国留学
生一同ニ、適確ナル日本ノ精神及時局ノ認識ヲ徹底セシムル為メ」に、九段の軍人会館で
開かれた（28）。この大会の「施行案」が外交史料（29）中に残っているが、それによれば、「一
　時局認識ヲ明確ナラシメ、二　全留日学生ノ大同団結ヲ計リ、三　日満一徳一心ノ実践
ヲ期シ、四　日本国民精神総動員ノ運動ニ協賛セシム」ことを目的とし、実際の内容は以
下だった。すなわち、「回鑾訓民詔書（30）捧読」、「時局ニ際シ賜ハリタル詔書捧読」、さら
に建国大学教授の講演、また学生代表が、明治神宮参拝、衛戍病院慰問をするとともに、
全員で「献金運動」、「出征軍司令官宛感謝慰問電打電」、「学生ノ宣誓ヲ国務総理大臣ニ打
電」などをした。
　この大会には、「地方代表学生三十名ヲ合シ千百余名」（31）が参加したというが、同年の
満州国留日学生総数（32）は2017名だったので、事実であれば、留日学生の半数余が招集さ
れたことになる。
　さて、盧溝橋の戦火が拡大しているこの時期に、果して「第三回　運動会」は開かれた
のであろうか。本来ならば、運動会の状況を収録しているはずの『会報』1937年11月号は、
「時局特輯号」と銘打たれ、「時局に関し賜りたる詔書」などを収めていたが、運動会関
連記事は一切みえない。しかし、翌38年11月発行の『会報』に、「この大会（引用者―体
育大会）は、学生会の秋期行事として年毎に賑かになって来た運動会が、時局の関係から、
本年（引用者―昨年の誤りか）は取り止めになり、その代りに出来上がったものでありま
す」（33）との叙述が確認でき、同年の運動会はさすがに中止となった事が分かるのである。
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３　1938年度の運動会（体育大会）－「団結」心育成のため「不参加を許さず」
　1938年４月７日に開かれた満州国留日学生会館理事会で、留日学生会の活動についての
報告がされている。その中に、学生会創設後、地方の諸学校が分会設立を進め、各地方分
会で留学生の交流を図る事業が行われているが、「東京ニ於テハ、各分会ニテ事業ヲ実施
セズ。本部ニ於テ一纏トシテ行フ如クセリ。団結ハ地方ニ比シ、不良ノ様ニモ感セラルル
モ、学校ニヨリテハ良好ノモノアリ」（34）との指摘があった。
　そうであればこそ、「運動会」が、こうした状況を克服し、留学生たちの「団結」を図
る重要な〈場〉としての期待が寄せられたであろうことは、想像に難くない。
　1938年は開戦二年目でそうした企画を実施しうる環境になかったとも思われたが、理事
会での遣り取りが奏功してか、10月17日に東京府設小石川運動場（留日学生会館西隣）で
開催されている。（なお、この実施日が、「神嘗祭」にあたることを『会報』は強調してい
た。また、この年から、呼称が「体育大会」に変えられたが、その理由については後述す
る）。
　『会報』上に見える大会の「目的」、「要領」は以下の通りであった。まず前口上として、
「時正に勉学と修錬に好適なる高天肥馬の候、我が在京留日学生一千五百（35）の大陸健児は、
秋涼蒼穹の下、一場に相会し、鬱勃たる体力と技倆とを競ひ、非常時に適はしき、熱烈真
摯なる秋季体育大会を左記目的、要領により開催せんとす。本大会は在京留日学生の一大
総動員なり。一名をも余さず参集し、競技に出場す可し」とされていた。「一名をも余さず」
という語に、主催者側の強い意志あるいは願望が読み取れるが、重ねて「本大会は留日学
生の総動員をなし、体育競技を通じ、神
（ マ マ ）
身の錬磨を図り、併せて、本学生会の団結を鞏固
ならしむるを以て目的とす」と標榜されていた。
　実施種目の特性については「団体競技を主とし、時局に適はしき、質実剛健にして勇壮
なるものを選び、全員残らず出場し得る如く工夫す」と謳われていた。さらに「所謂運動
会の「お祭り騒ぎ」を排し、本大会を浮薄に流れしめざらん為、特別なる応援団の組織及
び下品なる弥
（ マ マ ）
次、声援、旗幟及び目立ちたる服装等を禁ず」と明記されていた点には注目
したい。
　つまり、「団体」性や「時局」適合の呼号は想定通りであるが、1938年段階に至っても、
「お祭り騒ぎを排すべし」とここで強調せざるを得なかったのは、前回までの運動会の実
情をいみじくも映すものであったろう。逆言すれば、「運動会」に臨む学生たちの獲得目
標が「お祭りを楽しむ」事であったのに対し、主催者が目指す「身心錬磨」が、大きく乖
離していたことを、図らずも露呈しているのである。
　また、この年の大会に関する一連の史料の中に、「出欠者取扱」項目があった。そこに
は「参集命令書は大使館より各分会宛て発送するに付、各学校分会に於ては、互に連絡す
可し。特別の事情無き限り、不参加を許さず」とあった。「全員残らず出場」を目標とす
る当局は、大学を通じた強制力の発動によって、不参加者を無くそうという露骨な意志を
示したのである。（36）
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　この1938年の大会については、二名の参加記を紹介しておきたい。
　一人目は、「本大会は、留日学生を総動員なし、体育競技を通じ、心身の錬磨を図り、
併せて、本学生会の団結を鞏固ならしむるを以て目的」とするため、「競技の種目、単位
及選手に就いて、従来の方法を改正した」と説明する。その一点目は、「競技種目は、団
体競技を主とし、全員出場し得るやうに、愉快にして、協力共働性に富み、特に時局に鑑
み、勇壮なるものを選ぶこととしました」。二点目は「従来の学校分会別の単位を廃し、
学校分会間の協力親睦を計り、統制されたる団体的精神の養成をなさんことを期する為に、
東京各学校分会を五つの団に分ち、団別対抗競技としました」。三点目は「普通の運動会
は栄誉に対する執着から、常に選手の競技となってしまふが、本大会は飽までこれを排し、
全学生の競技たることを期し、各人一種以上の競技に出場させることとしました」。
　「特にこの非常時に際し、痛感せざるを得ないのは、学問の向上と共に、体格と体質の
向上を図らねばならないことであります。今や正に東洋の新時代の到来であり、歴史上の
一大転換期でありまして、友邦の皇軍はこの新成果を求める為に奮戦しつつありますが、
留学生は日満一徳一心の見地からしても覚悟せねばならないと思ひます。（略）朝の八時
より夕の四時まで、会員は会の六大精神を大いに発揚し、一糸の弛緩もなかったことは、
大成功と云はねばならない。が然し、競技方面に於いて、一二の運動道徳を無視したもの
もないではなかった。茲にその自粛自戒を望むと同時に、来年の体育大会は本年より、もっ
と良く、完璧無瑕の域に至るよう祈ります」（37）。
　この感想によれば、1938年の「改正」は、「団体精神」の涵養を第一義とし、個人や各
学校が栄誉に拘る思想を排除しようとする方向に向かっていた事が分かる。また、「六大
精神」の発揚が留日学生会会員の目標であったにも関わらず、「運動道徳」を無視する参
加者が少なからずいた、という現実は看過できないものであったことを窺わせる。
　もう一人の参加記は以下である。日中戦時下で、「体育大会」の存在意義を、哲学的な「想
い」も込めて論じた力作なので、かなり長くなるが、紹介しておきたい。
　「年に唯一度、時と場所を同じくし、肉体的に、より鍛錬され、より精錬されたる吾人
を試錬し、精神的により純化され、より向上せる吾人を、全体的統制下に見んとする意義
深い今次の体育大会も（略）盛大裡に無事終了しましたことを喜びとする」。
　「聞けば今年は例年よりは、あらゆる点に於いて、顕著なる向上と進歩とがあったと言
ふ」。しかし「小さき現状に満足せず、より高く伸びんとする吾人の過去の生活には、最
も可
（ マ マ ）
酷なる反省と批判とがなければならない」。
　「蓋し、反省なき生活、批判なき生活こそ、青年途上の赤色信号でなければならぬ。今
次大会の準備と運行と処理とに於いて（略）吾人の自律的自発的協力と実力の微弱であっ
た事は、誠に遺憾に堪へなかった」。「吾人の人生観世界観を樹立するのが青年であり、否
今日の青年であり、而して満州国の青年でなければならぬ。更に余は絶叫する。青年は熱
であり、信念であり、勇気である。熱なくして、信念なくして、勇気なくしては、青年は
偽りである。今次大会の全般を通じ、吾等青年層に、ある一つの精神的積極性の中に、こ
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の熱、この信念、この勇気の稀薄であったことを遺憾に思ふ。諸君よ！　大陸の諸君よ！
強烈なる熱、正しき信念、強靭なる勇気こそ、吾人の急務ではなからうか」。
　「吾人は集団的に、より訓練され、団体精神的により統制されねばならないことではな
からうか。今次の集会が偉大な理想をかかげて世界的に飛躍せんとする大満州国青年層の
集りであり、且その精神の具現であり、その訓練の実際としては、いささか不満の感を抱
かせる。水準を広く、世界に求める場合、吾人にはも少し思ひ切った修養の余地あるを感
ずるのである。今や！広東、漢口は陥落し、聖戦将に第四段階に入らんとす。真に東亜の
禍根を根絶し、極東亜細亜連邦の結成の秋！全亜細亜民族解放の秋！は到来したのである。
諸君よ！より一層の奮闘と緊張を！！」。（38）
　これだけの「絶叫」をする一方で、自らの、そして同学たちの「熱」が希薄であったと、
自己批判するような学生が現れたのが1938年の体育大会であった。
　さて、この年次において、「運動会」から「体育大会」に呼称変更がされた意味について、
補足しておきたい。近代日本の運動会史をまとめた先行研究によれば、このような動きは、
日中戦争勃発後から漸次はじまるとされ、留日学生会のそれも、社会情勢に相呼応したも
のであったことが明らかになる。1940年に運動会を体育会と改称したある小学校は、その
理由を次のように説明している。少々長くなるが、引用しておく。
　　 　体育会の精神は昨年度の根本態度に何等変はありません。従来運動会と呼ばれてゐ
ました名目が、体育会と申しますやうになりました。（略）従前は動もすると、余興
的年中行事的になり、人に見せるといった気持から、気分が軽薄になり、悪く申しま
すと「お祭り騒ぎ」のやうになりまして、真の学校体育の精神から余程縁遠いものに
走り勝ちな欠点を一掃しまして、皆様と学校を一丸とした体育の厳粛なる祭典たらし
めたいという趣旨に外ありません。（略）興亜大業達成に邁進する此の時、体育会そ
のものを本然の姿に転還せしめ、真の皇国民として、平素錬成してをります心身を遺
憾なく発揮致しまして、児童の体位を向上し、併せて協同心、忍耐心、規律尊重の精
神、勇敢敏活の気性を養成するに努力いたしたいと考へてゐます。（39）
　そもそも、この時期の小学校等において、「体育会は皇国民養成の体育会」と見なされ
ていき、さらには「体錬大会」、「錬成大会」と改称されるところさえ多くなっていくと言
う指摘もある（40）。
　1938年の留日学生体育会に対し、「お祭り騒ぎ」を避けるべし、という論評がされてい
たことを既に見たが、小学校における運動会の変容と留日学生のそれとは、全く同時に推
移していたのである。それは「満州国民」であろうが、「日本国民」であろうが、「皇国民」
に転じさせていく重要な「場」として、運動会（体育大会）が位置付け直されていった事
の証と考えれば、驚くべきことでもないのだろう。
　４　1939年の運動会（体育大会）―戦時色強い種目の導入
　この年は10月22日に行われたが、資料に競技種目の記載が残っている。それを示すと、
11
国際教養学研究 Vol.2（2018.3）
以下となる。「百米走」、「四百米対抗継走」、「六百米走」、「走巾跳」、「協和競走」、「縄跳
競走」、「計算競走」、「盲唖競走」、「砲丸投」、「担架継走」、「一人一脚継走」、「三百米土嚢
継走」、「武装競走」、「小隊競走」、「障碍競走」、「武道型」、「走高跳」、「ボール送り」、「来
賓スプーン競争」「職員足球継走」、「千二百米対抗競争」、「体操」。
これらの種目を、先に示した1936年のものと比べると、「土嚢継走」「武装競走」など、戦
時下社会に対応したものが増加している事が特徴と言えようか。（41）
　この年の参加者の感想も二つ紹介しておきたい。
　一人目。「吾等は此の競技に通じて、一つの教訓を得た綱領に掲げた六大精神の中、団
体的精神の陶冶は人間育成の最大役割を演じて居り、個人の宜しく功利的打算的イデオロ
ギを抛棄て、個人と有機体を持って居る団体に服し、その高次的生活領域に於て、自己の
生活を見出し、共に門より高き理想、即ち国家的発達に邁進すれば、必ず人生の勝利を得
られると確信する」。（42）
　二人目の感想文は、かなり長文の引用、紹介となる。
　「我々大陸男児よ！　その気魄を以って、将来我が国の為に皆よく実力方面を養へとか、
或は人格の陶冶することに付いて、もっと底く向上的に伸びて行かなければならぬ。大会
の競技種目の中には、一番愉快にして、又は協力共働性に富み、特に意味深長とするもの
は、協和競走である。何故かと云ひますと、元来「協和」の字意を分解すれば、「三つの
力を合して、一つ心なりとすれば飯をくえる（禾の字は穀の意味なり）」と云ふ解釈をす
るものとして、協和競走が五人一組になり（引用者略―足を縛り、一本の綱を皆が持って
走るのは）団体協力の精神を養成なさんとするもの（引用者略―であって）団体と云ふも
のは、その本身的永久存続を期望まる為めに、その集団的生活上に於いて、個人的自由は
団体の規律を害せざる限りに、即ち全体的一心一致せる協力精神と実行精神とを持ちまし
て、外界と戦ひしなければならぬ。否むとすれば、協和競走と同じやうに、自分自身で敗
亡まることが然るべきものであります。之れに由って、小集団より展開すれば、社会民族
国家、或は人類の如く大集団に於いても同じ理屈であることが、私はかたく信ずるもので
あります。
　もう一つは障碍物競走なり。之れは、意志的、英勇的、又は堅忍持久的精神を修養せる
ことは、とても役に立つものなり。人が自分の辛いことを修錬して、又は之れを征服する
ことは極めて効果あるの修養とするものなり。我々大陸の健児が在学中に学校の勉強をし
乍らもっと身心方面の鍛錬をせなければならず、悪習に染ることは堕落なり。毅力あれば
どんな難苦にでも突破せられることではないか。諸君よ。我々が社会への準備として、こ
の百折不撓たる精神を最も必
（ マ マ ）
でもなからうか。（略）我々の体育大会がその健全なる精神
を求める為に肉体的向上をなされる意義深い鍛錬とするものなりにして、単に勝負の為に
争ふのは、この体育大会の目的を失ひし、飽までも此の観念を破れてしなければならぬ。
諸君よ。何卒目を大きく開けて高いところに立ってもっと遠いところへ着眼しなされる方
が、私の見解を反対する人もなからう。たった一時の快感を味はふとは、何んと云ふ軽蔑
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莫大なる恥であろう。諸君よ、康徳六年度の体育大会は円満に終幕することになりました
が、今や世界風雲緊張に際し、この超非常時に処して、盟邦と堅い信念を以て相提携しな
さる覚悟しなければならぬ。大陸健児よ。我々が堅持日満一億一心の精神にして、この難
局を突破しませう。（43）
　1939年段階に至ると、さすがに『会報』紙上に「反省」あるいは「批判」を含意しない、
文字通りの「模範作文」のみが掲載されるに至ったかとの感を得る。また、後者が、「障
碍物競走」に加え、「協和競走」という聞きなれぬ種目の遣り方と意義を滔々と説明する
くだりから、この体育大会の「目的」を改めて確認することができるだろう。
５　1940年の運動会（体育大会）―「靖国神社参拝継走マラソン」の導入
　この年の運動会を見る前に、駐日満州帝国大使館参事（学務処長）際彪による1940年「年
頭所感」を紹介しておきたい。そこで、際は五つの心構えを留日学生に説いている。「要
安分守己専心学業（分を安んじ、おのれを守り、学業に専心を要すること）」、「注意団体
生活之訓練（団体生活の訓練に注意すること）」、「勤勉向学期為国用（勤勉向学し、国用
となすことを期すこと）」、「対於身体之鍛錬（身体の鍛錬に対すること）」、「対於友邦之認
識（友邦の認識に対すること）」である。そして、この五つを紹介した後、「将来の社会に
服務する指針は、諸生がこの旨を深く体することを願い、身体、これを力行することを私
は切望する（原中文）」とまとめていた。（44）。
　「運動会（体育大会）」という直接的な文言こそ出てこないが、「団体生活之訓練」「身体
之鍛錬」、「身体力行」の目的を果たすための重要な手段として、運動会が、位置づけられ
ていることを、ここからも確認できる。
　さて、この年の「体育大会」は10月20日に開かれているが、それをめぐる『会報』の記
事は比較的淡白であった。すなわち、「午前九時開始。先づ国本奠定詔書（45）を奉読して、
全員厳粛裡に各自の重責に思ひを致し、更に本日の大会も亦興亜青年の意気体力の鍛錬を
目指すものなることを自覚する」といった概要の記載はあるものの、あとは競技種目の紹
介程度であった。ちなみに、この回の主な種目は、二
（ママ）
百米競争、学校対抗八百米継走、団
対抗千二百米継走、マラソン、走巾跳、走高跳、砲丸投、円盤投、林檎喰競争、協和競争、
小隊競争、計算競争、運命競争などである（46）。
　この回については、外務省外交文書の中にパンフレット（四頁）が残っている。そこに
は、プログラム、大会役員・係の名前などが掲載されていたほか、「マラソン」競技の補
足があった。（47）それによれば、マラソン種目の実際は「靖国神社参拝継走」であり、会場
の小石川運動場から、五名の選手がタスキを繋ぎながら、靖国神社までを往復する競技で
あったのだ。「日満一体」の精神を培養することが留日学生会の任務であったとは言え、
靖国参拝競争までを体育大会に入れ込むことは、「皇紀2600年」が呼号された1940年の時
局を強く反映したものであったことは間違いないだろう。
　さらに、このパンフには「体育大会競技団別分会編成表」も掲載されており、四つの「団」
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およびそれを成す学校名（学生数）を確認できる。
【紅団】東京帝大（15）、慶大（８）、法大（10）、東農大（９）、東外学校（４）、東京美
校（３）、一高（47）、計　97名。
【藍団】東工大（61）、明大（36）、計　97名。
【白団】東商大（26）、早大（40）、日大（18）、中大（１）、善隣高等商業（１）、東京高
等獣医学校（６）、東京高等工学校（５）、計　97名。
【黄団】東京高師（38）、専大（10）、立大（１）、上智大（１）、東京高等農林（11）、慈
恵医大（３）、東京医専（２）、昭和医専（２）、明治薬専（１）、東京歯科医専（９）、日
本歯科医専（１）、麻布獣医専門学校（６）、武蔵野音楽（２）、東京府立農芸（２）、中学
部（11）、計　69名。
　この四団を合計すると360名になる。『満洲国留日学生録』の1940年版（48）に照らすと、
各大学の留学生数（専門部や予科を持った大学はそれも含めた数）と一致した（一部の例
外（49）を除く）。
　それでは、実際の参加者は何名だったのか。留日学生会主催の体育大会は、「全員出席」
が原則とされていた。360名の数を挙げているこのパンフには、偶然ながら、手書きの数
字が残されている。即ち、紅団・52、藍団・49、白団・74、黄団・52であり、その総計は
227名となる。この書きこみが参加者数か否かを確定する術は既にないが、仮にそうだと
すれば、参加率は63％となる。そもそもが、参加強制を伴った体育大会であった以上、こ
の数字は当局者にとって、物足りないものだったのだろうか、あるいは案外多かったと見
なされていたのだろうか（50）。
６　1940年の武道大会―「友邦日本の武道精神」体得
　1940年に行われた運動系の「企画」をもう一つ紹介しておきたい。この年の１、２月に、
満州国留日学生会館に寄宿している学生を対象とした剣道、柔道、弓道大会が初めて開か
れている。目的は「日本精神を体得せしむる」ことにあり、1938年５月から、留日学生会
館寄宿生の「正課」として始めたものが、「漸く一段階に達した」ため、この年から大会
を開くことにしたと言う。
　大会の実施を知らせる記事の最後は、「剣道を通じ、日本精神を体得し、優良なる日本
人と共に、満州国の為に尽されんことを希望せらる。我々の剣道の目的は院長の訓話の如
く、技と共に其の日本精神を学び、錬成に努めなければならない」と結ばれていた（51）。違っ
た言い方をすれば、「満州国」を発展させるためには、「優良な」「日本精神」を身に付け
ることが一番で、そのためには剣道（など）を修得することが早道、という主張である。
　関連記事として、「二千六百年奉賀」のため、札幌工業学校で行われた「奉祝武道大会」
への参加記も載せられている。相手に巴投げで敗れた留学生は、「新建の我国は、今年度
より徴兵実施」を行う。「兵役は国家発展の礎石として、東洋平和のために欠くべからざ
るものである。これがため、攻撃精神、即ち犠牲奉公の精神は是非必要である。従って、
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僕等はこの留学の機会をもって、勿論勉学は重要であるけれども、友邦日本の武道精神を
体得するのも、亦最も重要なことであると、強く感じた次第である」と結んでいる。兵役
の義務を果たすために、攻撃的な犠牲精神を涵養する武道修得の必要があるとの理解は、
総力戦体制下ならではのものであろう。
　なお「満州子」を自任するこの留学生は、さらにきわめて興味深い感想を書き残してい
る。すなわち、柔道に負けたのは稽古不足もあるが、「幼年時代の懦弱の気分を忘れない
関係もあるのではないだらうか。僕達満州子として生れたものは、幼年時代に於て、すべ
て、厳粛な家教を守り、少しでも角力等をすれば、『腕白してはいけない。骨を折ったら
大変だ。勉強は大切ですよ』と、長者は叱りながら勧めた。今迄も幼年時代の気分は少し
も忘れられない。これは実に惜敗の原因の一つであると思はれる」（52）云々。
　満州国から派遣されてきた留学生は、一昔前ならば、「科挙」に挑むようなエリートが
中心であったろう。そのような「文」を重んじ、「武」を卑しむ若者たちの「肉体改造」「精
神改造」を、戦時下の日本は強引に果たそうとし、そのために用意されたのが、体育大会
あるいは武道会なのであった。
　「懇親」を目的として1935年に始まった「運動会」は、時局の進展とともに、「修錬」を
追求する「体育大会」へ変貌していく。それが、「満州子」たちに戸惑いや嫌悪を抱かせ
ていったことは想像に難くないだろう。
７　1941年の運動会（体育大会）―「日満学生合同」での実施
　この年の運動会は、「満州帝国建国十周年　満州国留日学生会結成五周年　記念大会」
という特別な設定の中で、10月５日に「主催　満州国留日学生会東京支部」、「後援　満州
国留日学生会中央事務局、財団法人満州国留日学生会館」で行われた。そのプログラムは
以下であった（53）。
一　集合　午前九時三十分
二　国旗掲揚・国歌合唱　此の間、喇叭鼓隊吹奏
三　宮城・帝居　遥拝
四　国本奠定詔書捧読　大会会長
五　留日学生会綱領朗読　留学生代表
六　訓示（告話）及祝辞　大会会長・学生会会長・来賓・日本側学生代表
七　宣誓　留学生代表・詔書捧読後、代表者靖国神社参拝、参拝帰還後、其旨報告
八　大使査閲　閲兵・分列
九　体育大会　競技・商品授与
十　体育大会終了ノ辞
十一　国旗降納　以上、府営小石川運動場
十二　余興　（学生会館）
十三　閉会ノ辞　　
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　当日臨席した満州国留日学生会会長兼駐日満州国特命全権大使の李紹庚は、冒頭に次の
ような「訓示」を行っている。
　「諸君は国家により選ばれて盟邦日本に留学せる名誉ある留学生である。諸君の双肩に
は我満州国の消長が掛り、更に大東亜将来の興亡がかかっている。（略）国家が諸君に期
待するところを考へて、諸君の本分を尽すべきである。徒らに流言にまどはされる事なく、
如何なる事が起らうとも日満両国を信頼し、諸君は諸君の途に泰然と進むべきである（下
略）」。
　ここで李は、留学生たちを「名誉」ある立場と誉めそやし、国家の「消長」を担う存在
であるとの期待あるいは圧力を掛けているのだが、一方で、切迫した時代状況下で、留日
学生たちを惑わす「流言」が飛び交っている現況も懸念せざるを得なかったのである。
　この大会では、留学生代表による靖国神社参拝も行われている。さらに駐日満州国大使
の眼前で、留学生たちの査閲式が行われた際、その「開始に先立ち、参加日本学生亦満州
国に敬意を表する意味に於て、大使の閲兵分列に参加すべしとの、多感熱烈の申出あり。
大使は感激の心もて、之を受くることとなり。茲に日満学生の閲兵分列を展開し、会場一
段の光彩を添へたり」。さらに、「逐次予定の順序に競技を進め、最後に日満参加学生一団
となり、紅白に分れて、綱引を行ひ、運動大会を終れり。特に日満学生合同の日満競歩は
満場の喝采を呼びたるは本催に相はしき光景なり」（54）とされ、そもそも満州国留日学生の
「団体訓練」「身体鍛錬」を目的にしていたはずのこの大会が、「日満一体」というさらな
る理想を具現化するイベントへ昇華したことが分かるのである。
　この回で行われた競技の全貌は不明だが、観戦した日本人教員が「之は日満学生が脚を
結んで一団となり、掛声勇ましく百足競争をするので、日満不可分の精神を如実に発揮し、
誠に見て居て心地よい競技であります」（55）と評価する「日満協歩」の実施は先の記事から
も確認できる通りである。
　1940年までの運動会参加人数については、史料中に記載がなく不明であったが、この回
については、記録が残る。すなわち、満州留日学生が男375名、女110名であった。さらに、
それに加え、日本学生も男262名、女46名が動員されていたという。すなわち、この年の
大会は「日満学生合同」（56）の実を示す事も目的にされたと推測されるのである。
　なお、1941年１月１日付けで、「満州国留日学生会規程」が改訂されている。当初の規
程（57）からの主だった変更点を挙げれば、以下の通りである。
　まず、設立時には「本会ハ日本国ニ留学セル満州国学生並之カ関係者ヲ以テ組織ス（第
四条）」程度の規程であったのが、「本会ハ日本ニ派遣セラルル満州国全留学生並ニ之カ関
係者ヲ以テ組織シ、駐日特命全権大使之レヲ監督ス（第三条）」と変更され、全留学生を「国
家」意思の下に徹底管理しようという意図が露わになっている。
　さらに、当初の「本会ハ満州国建国ノ精神ヲ涵養シ、王道実践ノ修練ニ努メ、学生相互
ノ親睦提携ニ依リ、留学ノ目的達成ヲ期セシムル（第五条）」、「本会ハソノ目的達成ノ為、
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左ノ事業ヲ行フ。一　講演会、二　研究会、三　講習会、四　運動会、五　人事相談、六
　健康相談、七　其他学生ノ修学上ニ必要ナル事項（第六条）」との実務的な表記が、次の
ように変更された。「本会ハ学生ヲシテ、相互ノ切磋琢磨ニ依リ、日本精神ヲ体得実践シ、
以テ吾国建国ノ精神ニ徹シ、所属ノ学校訓育ト相俟ツテ、日本留学ノ目的ヲ達セシムル（第
四条）」、「本会ハ其ノ目的達成ノ為メ、左ノ事業ヲ行フ。一　団体的修錬、二　講演会ノ
開催並ニ見学、三　共済事業、四　会報ノ発行、五　其ノ他学生ノ修養修学上ニ必要ナル
事項（第五条）」（58）。
　これを「運動会」に即して言えば、1935年段階では「懇親」を主とし、「親睦提携」を
目的にしていたものが、次第に「団体的修錬」を目的とする「体育大会」へ転じ、かつそ
こに「日本精神」の扶植さえ意図されていくことが、この改訂から明らかになるのである。
　【写真「体育大会に於ける日満学生の綱引」『会報』６巻10号（1941年10月）。なお、遠
景に写るのは、「満州国留日学生会館」である。】
８　1942年の運動会（体育大会）―「興亜国民動員大会」との一体化
　この年は、前年に続き「満州建国十周年記念祝賀大会」を名目とし、留日学生会「支部
留学生の精神昂揚と体育の錬成を期し、以て将来大に成すあらむとするの意気を示さんと
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の趣旨に依り、六月十四日（略）体育大会を挙行すべき予定の処、当日雨天の為め体育運
動を取り止め」ることになったと言う。
　その後、講堂で「厳粛なる式典」を行い、さらに降雨の晴間を利用して、道路に留学生
と日本人学生が整列し、大使の閲兵を受けた。昼飯後、午後１時からは「興亜国民動員大
会派遣代表学生」による報告会があり、「満州建国の飛躍的発展振りと全満民衆が国家目
標に対し、一糸乱れざる活躍振り」を伝え、参加者に感激を与えたとされる。さらには、
この「興亜国民動員大会」の実況を撮影した映画が上映され、皆がその盛り上がりを追体
験している（59）。
　現存する『満州国留日学生会会報』から確認できる運動会・体育大会の記録はこの年ま
でである。この時期の『会報』を保管している図書館等は、管見の範囲で、広島大学附属
図書館だけであるが、43年、44年の秋発刊分は残されていない。したがって、43年以降に、
体育大会が実施されたのか、はたまた時局の困難さから、休止に至ったのかは現状で不明
である。
むすび
　1937年５月、満州国留学生代表が、ある式典で「吾々の建国精神に対する把握段階は、
凡そ三つに分つ事が出来る。第一は、建国当初の懐疑の時代であり、第二は回鑾訓民詔書
に依る疑惑一掃の時代であって、第三は現今に於けるが如く牢として動かざる建国精神の
確保時代である」とのスピーチを行っている（年次の補足をしておけば、「建国」は1932
年３月、「詔書」発布は、1935年５月）。
　この学生は続けて、「建国当初に於いては、残念ながらも、我々には幾多の疑念さがあっ
た」と述べ、一つは、本当に「建国」が成るのか、二つは、日本からの協力をいつまで得
られるのか、三つは、日本が満州国のために払った犠牲はどのような性質を帯びていたの
か、四つ目は「最も重大なそして最も根本的な問題であった。即ち、満州国の独立性と日
満一億一心とが、果して相容れるものであろうか。互いに矛盾しないものであろうか」云々
であった。しかし、「訓民詔書」によってすべて「疑惑一掃」したと、自己納得する形で、
スピーチを終えている（60）。
　本稿は、満州国留日学生のための運動会／体育会が、留学生に何を期待する形で展開し
てきたのかを跡付けてきた。改めて概要を振り返っておこう。開始された1935年は、「懇
親大運動会」の名づけで、「満州国留日学生会館」が中心となって実施。翌36年に「満州
国留日学生会」が発足すると、同会の中心的行事とされていく。ただし、「参加学生たち
の秩序がよろしくない」という批判が少なからず存在した。1937年は、日中戦争勃発のた
め、中止。1938年は、「運動会」から「体育会」と名称が変わっただけでなく、東京地区
の留学生たちの「団結」不足を克服するための種目変更が図られた。しかし、「熱」を持っ
て参加する同学が少ないと嘆く声が残った。1939年は、戦時下社会を映す競技が増えてく
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るとともに、勝ち負けを第二義とし、「日満一億一心」の団結心を養うべき事が強く訴え
られていた。1940年は、「靖国神社継走マラソン」が実施された。1941年は、「満州建国十
周年記念祝賀大会」と連動して実施され、日本人学生の参加により「日満一体」がより強
調されていく。1942年も同じ「記念祝賀」企画として行われるはずが、雨天のため、「体
育運動」は取り止め、室内での式典だけに留まった。1943年以降に開催されたかは判然と
しない。
　本節冒頭に掲げた史料において、満州国留日学生代表は1937年５月段階で、日本に対す
る「疑惑」が一掃され、また満州国においては「牢として動かざる建国精神の確保」がで
きた、と語っていた。この認識を「運動会」に即してまとめ直せば、「親睦」を目的とし
ていた初期段階から、1937年の日中戦争勃発を挟む中で、留日学生間の「団結」の場とし
ての役割が前面に出てき、さらに、1939年あたりからは、「日満一体精神」の醸成が繰り
返し呼号され、靖国参拝や日本人学生の参加が慫慂される形へと変質していくと言えるだ
ろう。
　ここで再び近代日本における「運動会」の役割についての研究と照らしてみよう。たと
えば、その一つに、運動会は「明治国家のエリートたちがそのイデオロギー装置たる学校
という空間に装填しようとしていた国民の身体をめぐる戦略が、もっとも集約的に発動さ
れた場であったと同時に、村々の集合的な日常感覚のなかに深く根づいてきた村祭りの実
践といくえにも交流し、接合されていくという二重性を最初から明瞭に帯びていた」と見
て、「ネーションの儀礼としての運動会」が創出されたと見る観点がある（60）。
　これを「満州国留日学生会」の運動会と照らして見れば、前者については、「日満一体」
という新国家を創出する戦略として位置づけられたと見ることは可能だろう。しかし、満
州国留日学生の場合は、後者の「祝祭の場」という理解は封じ込められていく。あるいは、
そもそも日本の村人たちが一年の労働（収穫）に感謝した「祝祭」とは異なり、中国の伝
統的知識人（読書人）としての行動形態も踏まえる必要があるように思える。
　満州国留日学生会が、1937年から、修錬活動を開始していたことは既に触れた。その修
錬への参加は強制的であったが、主催者側は、「恵まれた家庭に成人し、補助費に依り留
学する温室育ちの学生にとっては、酷暑の下、流汗淋漓たる伐木作業、除草作業等は、最
初のうちは多大の苦痛を与へたが、批判を下す余地を与へない労苦の連続は、自らにして
清らかな没我の精神を呼び起し、労作修了後の快味謂ふべくも無く、学生に自然の中に自
ら教訓を自得せしむる事が出来た」（62）との手ごたえを吐露していた。また1940年には、「満
州国」の首都・新京に建設中であった建国神廟と宮廷造営工事を手伝う「修錬」が行われ
たが、それに参加した学生は、同学の労働忌避を厳しく批判する文言を残している。「吾
が親愛なる同士達は、恰も集団を嫌い、労働を忌み、孤立安食を計らんと致す心情あるは、
誠に慎むべきにあらずや。（略）吾等は大満州帝国臣民たるの自覚を忘れる事あるべから
ず（63）」と。
　さらに、もう一事例を加えると、1939年の修錬開始にあたり、学生会の副会長が次のよ
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うな訓話を披露している。「元来満州国民の大部分を占めて居る農民の勤勉さは実に敬服
に値するものがある（略）一方、『読書人は労働するを恥づ』といふ思想も、一部の人々
に無いとは言えぬと思ふが、此様な考へは、既に時代遅れである。今日生々発展をなしつ
つある国民は如何であるか、日本国民を見よ、独逸、伊太利国民を見よ」（64）。
　つまり満州国留学生にとっての運動会とは、「集団」行動により、肉体に「苦痛」を与
えしめる存在でもあり、「読書人」的資質を有していた留学生は、それを忌避する傾向があっ
たのではないか。ましてや「日満一体化」を肉体と精神の双方によって体得せしめようと
する国家意志に対し、表面上は靡く体を示したとしても、裏面では背を向けていく状況が
多々潜在していったものと想像される。
　ところで、これら満州国留日学生たちのその後は、どうなったのだろう。1938年３月の
卒業生の帰国後の職業については、ある講習会中で「本春卒業帰国の在京留学生は男女生
合計約二百七十名、其の内、大同学院入学の者を除き、殆ど百パーセントが本国政府各部
局、銀行、会社等に立派な「ポスト」を得、希望に満ちて帰国」したという報告がなされ
ている。さらに日本人幹部がその場で、「回鑾訓民詔書の御趣旨及留学生六大精神に関し、
更に之を認識体得し、確固たる信念を以て、これを実社会に拡充す可きこと、又帰国後眼
に映ずる現実と理想との間の矛盾に対する心構え等に付き、示唆に富める訓示」を行い、
それは「学生に対し、大なる感銘と緊張を与へた」との記録が残る（65）。
　一方、1942年段階に至ると、『会報』には、こんな記事が登場する。「本年九月卒業せら
れる諸兄諸姉に一言。（略）従来の例からみて、卒業後諸君の消息が、大使館にも、在学
された母校からも跡絶えてしまふ場合が非常に多いのは、甚だ残念な事である」（66）。
　満州国留日学生たちは、「日満一体」の実を体現することを期待された象徴的存在であっ
たが、大使館等からの強い管理下に置かれながらも、実際の動向はこのようなものであっ
た。それは、たとえば、「娯楽」また「慰安」の一環として認識、遂行される側面が強い
運動会／体育大会でさえ、露骨な政治性が付与されていった過程からの必然と捉えること
もできる。「日満一体」どころか、両者の齟齬、軋轢は明白であった。
【付記】本研究は、JＳＰＳ科研費（2017年～2019年、基盤B・一般、課題番号17H02686　代表者　神奈
川大学・孫安石）「教育の交流と東アジア国際関係―中国人留学生の派遣と支援」の助成を受けた成
果である。
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